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　７月７日（火）に３年生が阿寒湖畔自然体験学習に行ってきました。初めに訪れたのは「光の森」で
す。森の入り口からオニヤンマやオオカワトンボ、ヒメウスバシロチョウなどがたくさん飛び交い、子供たちは
大興奮。「早く虫を捕まえたい！」と喜んでいました。事前にトンボの捕まえ方や安全面の説明をしていただ
き、いざ「光の森」の中に！中に入ってみると、他にもカタツムリやザリガニなど、たくさんの生き物が棲んで
いました。トンボを捕まえた子供達は、「オニヤンマはすごく大きいね」「本当に足が6本だ」「オオカワト
ンボの羽は赤い色をしているよ」と、真剣に観察する姿がたくさん見られました。実際にその場に行かないと
感じられない貴重な経験や様々な発見がありました。
　次は阿寒湖畔の近くに移動し、腐葉土や木の裏をすみかにする虫を観察しに行きました。シャベルを片手
に土の中を掻き分けたり、倒れている木を裏がえしたりし、「土の中にはアリやミミズがたくさんいるよ」「木
の裏にはクワガタやワラジムシがいた」など、さっきは見られなかった生き物に出会うことができ、再び大興
奮。とても嬉しそうでした。「さっきの光の森とすんでいる生き物がちがう」「トンボは水辺が近くにあり、広
い所にいた」「クワガタは木の裏で隠れていたのかな」と生き物を探しながら発言する子供達に対し、前田
一歩園財団の方から、「環境によってすむ生き物が違うことに気付けたね」「これからは、環境を見たらど
んな生き物がすんでいそうか想像できますね」と話してくれました。このように、今回の自然体験学習で感じて
ほしかったことに子供たち自身が気付き、発言していました。その他にもボッケの近くに行き、そこは年中暖
かいので冬でもコオロギが鳴いていることも教えていただきました。最後に阿寒湖畔のほとりに行き、水切り
をして楽しみました。学習の終わりには前田一歩園財団の方から「環境を守ることで、たくさんの生き物が生
きていける。環境はすごく大事。だからこそ、環境のことを考えて保護したり、日々を過ごしたりしてほしいで
す。」と温かいメッセージをいただきました。
　子供達の楽しそうな顔、説明を聞く時の真剣なまなざし、自然と向き合う姿など、たくさんの発見や学び
があり大変充実した学習となりました。前田一歩園財団の皆様、ご指導・ご協力ありがとうございました。
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